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研究概要
近年、台風だけでなく線状降水帯による豪雨災害が多発している。都市部では上下水道や電力網などのインフラの

脆弱性が顕著にみられ、農村部では土砂災害による家屋の倒壊や孤立化が発生している。このような発災時に在宅避

難を進めるには、上下水道の災害時オフグリッド化は非常に重要な課題である。一方、傾斜土槽法は、底面が傾斜し

ている浅い容器に担体を充填し、水を流す手法であり、電力を用いず重力のみで水を浄化できるシステムとして、主に

発展途上国での利用が期待されている。筆者は倉田奨励金（2018 年度助成）の援助のもと、傾斜土槽を用いた基礎

的な尿の浄化実験を進めてきた。実験を通して、BOD、窒素、リンの除去特性を把握することができた。次の課題と

しては、台所排水と入浴・洗濯排水、尿が混合されたすべての生活排水に対して傾斜土層法の有効性を確認することと、

災害時に使用が期待される井戸水や川の水などの上水浄化に対する傾斜土槽の有効性を確認することが挙げられる。

傾斜土槽法を用いて避難所の上下水道インフラを整備し上水浄化と排水処理を行うことができれば、公共上下水道

インフラの復旧までの期間で、避難生活者に安心・安全な生活を届けることが可能となる。
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